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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温水供給器から送られる気泡を含んだ温水を、吐出圧調整装置を経由して温水貯湯槽に
導入するための温水導入管を、温水貯湯槽の上部側壁付近に水平状に取り付け、
この温水導入管の先方を温水貯湯槽内で垂直に下方曲折して縦状第一本管を形成し、この
縦状第一本管の先端を温水貯湯槽の下部付近まで延設し、この縦状第一本管の側方に縦状
第二本管を並行列設し、前記縦状第一本管と縦状第二本管間に所定間隔を存して複数の呼
び込み配管を水平状に架け渡し、各呼び込み配管の基端部を縦状第一本管の側壁に開口す
るように取り付け、その呼び込み配管の先端部を縦状第二本管の内部まで延設し、さらに
この先端部付近を縦状第二本管と並行となるように上方に曲折させるとともに最先端部を
ノズル体に形成し、前記縦状第二本管の下端は開口となるように形成され、縦状第二本管
の上方先方は温水貯湯槽の上部付近で水平状に曲折して水平延長管となるように形成し、
この水平延長管の中間付近に第一スパイラルドラムを取り付け、この水平延長管の先方を
温水貯湯槽の下方に向かうよう垂直状に曲折して垂直延長管を形成し、この垂直延長管の
中間付近に第二スパイラルドラムを取り付け、垂直延長管の最終開口端を温水貯湯槽の垂
直方向における中央付近に位置させ、前記温水貯湯槽の縦方向の中心線位置に温水吸い上
げ管を立設させ、この温水吸い上げ管の下端部開口は温水貯湯槽の下部付近に位置させ、
温水吸い上げ管の上端部は前記水平延長管の中まで延設させ、該温水吸い上げ管の上端部
開口を水平延長管の温水流れ方向に向くように曲折して配設したことを特徴とする気泡消
滅機。
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【請求項２】
　吐出圧調整装置がメイン温水回路とバイパス温水回路とを備え、メイン温水回路に温水
の吐出圧を調整できる圧力スイッチとラインポンプを設けたものであることを特徴とする
請求項１記載の気泡消滅機。
【請求項３】
　温水貯湯槽の側壁に温度センサーを設けたものであることを特徴とする請求項１又は２
記載の気泡消滅機。
【請求項４】
　温水貯湯槽の側壁に監視口を設けたものであることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れかに記載の気泡消滅機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は温水を多量に使用するホテル、病院、工場、温浴施設、老人介護施設、その他
の類似施設の各所に設置される温水貯湯槽(温水タンク)に溜められた温水中に発生する気
泡を、効率的に消滅させるための気泡消滅機に係る。
【背景技術】
【０００２】
　温水を媒体とする暖房装置や給湯装置などにおいては、熱源となる温水を貯蔵するため
に温水タンクが必要となる。この温水を溜めこむ温水貯湯槽(温水タンク)へ温水を安定的
かつ効率的に温水を供給する装置の例としては、本件発明者が先に提案している熱源水供
給システム(特開２０１０－２４９４１８)などが知られている。
　ところで、ボイラ等の温水供給器から供給される温水中には、加熱過程で発生する溶存
酸素（気泡）が混入するものである。
【０００３】
この温水中に気泡が存在した場合には、温水への熱伝達に影響を及ぼし、高温水部と低温
水部が混在する斑状態の温水が形成されることとなる。
すなわち気泡は蒸気を含んでいるため高温であり、その気泡に接触して加熱された温水は
高温水部となり、その気泡に触れずに通過した温水は低温水部となり、両温水間には温度
差が出る。これが、温水温度の斑現象であり、上記の温水タンクにおいてもその現象が現
れるという問題が発生する。
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－２４４１０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　温水貯湯槽内に気泡が存在する場合には、気泡同士がくっつき合って気泡だまり（「エ
アーだまり」ともいう）が発生し、高温度の温水の温度安定性に悪影響を与え、特に温水
を媒体とする暖房にあっては、暖房効果を著しく阻害して、所望する暖房効果が達成でき
なくなるという事態を招来していた。
　また気泡の存在は、錆の発生原因となり、その結果スケールの発生や静電気の発生とい
う問題にもつながっている。
　このような状態下で、無理に希望する暖房温度を確保しようとすると、暖房の設定温度
を不必要に高めに設定することとなり、それに伴い新たな気泡の発生を一層助長するとい
う悪循環を引き起こしていた。
　このような温水への加熱操作は、熱資源の無駄遣いとなるため省エネの目標を達成でき
ず、さらにはＣＯ２の増加という悪い結果にもつながっていた。
【０００６】
　上記の特許文献１をはじめとする気泡消滅機は、本発明が対象とするような、温水貯湯
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槽内で気泡を温水中に吸収させる状態で気泡の自然消滅を目指すものではなく、さらには
気泡消滅の効果も十分に得られないという問題があった。
　すなわち、従来の一般的な気泡消滅方式は、加熱過程で発生する気泡を、加熱の際の熱
源である蒸気と一緒に温水から物理的に隔離して捨ててしまうという方式であり、汽水分
離機は温水の流れる方向を変え（Ｕターン）て、蒸気と気泡の一部をまとめて外部に放出
してしまう方式であったため、気泡の取り残しという問題が依然として残ってしまい、結
果的に供給する温水の温度安定性が確保されず、かつ蒸気という熱資源を無駄遣いすると
いう弊害となっていた。
【０００７】
　本発明は、温水中に存在する気泡を、温水貯湯槽内の温水中に吸収させて自然消滅させ
ることで、上記のすべての問題点を解決するようにした気泡消滅機を提供せんとするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る気泡消滅機の請求項１記載のものは、
温水供給器から送られる気泡を含んだ温水を、吐出圧調整装置を経由して温水貯湯槽に導
入するための温水導入管を、温水貯湯槽の上部側壁付近に水平状に取り付け、
この温水導入管の先方を温水貯湯槽内で垂直に下方曲折して縦状第一本管を形成し、この
縦状第一本管の先端を温水貯湯槽の下部付近まで延設し、この縦状第一本管の側方に縦状
第二本管を並行列設し、前記縦状第一本管と縦状第二本管間に所定間隔を存して複数の呼
び込み配管を水平状に架け渡し、各呼び込み配管の基端部を縦状第一本管の側壁に開口す
るように取り付け、その呼び込み配管の先端部を縦状第二本管の内部まで延設し、さらに
この先端部付近を縦状第二本管と並行となるように上方に曲折させるとともに最先端部を
ノズル体に形成し、前記縦状第二本管の下端は開口となるように形成され、縦状第二本管
の上方先方は温水貯湯槽の上部付近で水平状に曲折して水平延長管となるように形成し、
この水平延長管の中間付近に第一スパイラルドラムを取り付け、この水平延長管の先方を
温水貯湯槽の下方に向かうよう垂直状に曲折して垂直延長管を形成し、この垂直延長管の
中間付近に第二スパイラルドラムを取り付け、垂直延長管の最終開口端を温水貯湯槽の垂
直方向における中央付近に位置させ、前記温水貯湯槽の縦方向の中心線位置に温水吸い上
げ管を立設させ、この温水吸い上げ管の下端部開口は温水貯湯槽の下部付近に位置させ、
温水吸い上げ管の上端部は前記水平延長管の中まで延設させ、該温水吸い上げ管の上端部
開口を水平延長管の温水流れ方向に向くように曲折して配設したことを特徴とする気泡消
滅機である。
【０００９】
　本発明に係る気泡消滅機の請求項２記載のものは、吐出圧調整装置がメイン温水回路と
バイパス温水回路とを備え、メイン温水回路に温水の吐出圧を調整できる圧力スイッチと
ラインポンプを設けたものであることを特徴とする請求項１記載の気泡消滅機である。
【００１０】
　本発明に係る気泡消滅機の請求項３記載のものは、温水貯湯槽の側壁に温度センサーを
設けたものであることを特徴とする請求項１又は２記載の気泡消滅機である。
【００１１】
　本発明に係る気泡消滅機の請求項４記載のものは、温水貯湯槽の側壁に監視口を設けた
ものであることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の気泡消滅機である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の請求項１記載の気泡消滅機は、上記の構成を採用した結果、温水中から気泡を
物理的に隔離する必要がなく、隔離した気泡を温水ともども外部に捨てるということもな
いから、気泡の取り残しという問題が発生せず、温水の温度安定性が確保でき、さらには
蒸気という熱資源を無駄遣いしないという優れた効果を発揮する。
　加えて、熱資源の無駄遣いが無くなることより省エネの目標を達成することができ、か
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つＣＯ２の増加を未然に防止できるなどの効果を発揮する。
【００１３】
また請求項２記載の気泡消滅機は、吐出圧調整装置がメイン温水回路とバイパス温水回路
とを備え、メイン温水回路に温水の吐出圧を調整できる圧力スイッチとラインポンプを設
けたため、温水導入管から温水貯湯槽に導入される気泡を含んだ温水は、常に最適の吐出
圧が確保でき、温水貯湯槽への温水供給が安定したものとなるという効果を発揮する。
【００１４】
また請求項３記載の気泡消滅機は、温水貯湯槽の側壁に温度センサーを設けたものである
ため、温水貯湯槽内の温水の状態を常に適切な温度状態に保つことができるという効果を
発揮し、請求項４記載の気泡消滅機は、温水貯湯槽の側壁に監視口を設けたものであるた
め、温水貯湯槽内の温水の状態を常に適切な状態に保つことができるという効果を発揮す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
以下、図面を参照して本発明の気泡消滅機の実施の形態を説明するが、本発明はこれらの
実施の形態に制限されるものではない。
図１は本発明で使用する気泡消滅機の平面図であり、図２は図１のＡ－Ａ線断面図であり
、図３は図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【００１６】
　図１～図３の気泡消滅機の図面に示すように、蒸気ボイラや熱交換器などで構成される
温水供給器（図示しない）で、所定の温度（６０～９５℃程度）に沸かされた温水は、吐
出圧調整装置１を経由して温水導入管２から温水貯湯槽３に供給される。
　温水貯湯槽３内に貯留された温水は、最終的には、ホテル、病院、工場、温浴施設、老
人介護施設、その他の類似施設のような、温水を多量に使用する各所に送られる。
　上記した温水が温水貯湯槽３に導入される段階では、温水中に気泡（蒸気）が含まれて
いるため、これを消滅させる必要がある。
【００１７】
　温水貯湯槽３の上部側壁付近に水平状に取り付けられた温水導入管２の先方は、温水貯
湯槽３内で垂直に下方曲折して縦状第一本管４を形成している。この縦状第一本管４の下
端５は温水貯湯槽３の下部付近まで延設されている。縦状第一本管４の下端５は、平常時
はバルブ６で閉塞されている。
【００１８】
　この縦状第一本管４の側方には、縦状第二本管７が並行列設されており、前記縦状第一
本管４と縦状第二本管７の間には所定間隔を存して複数（図面では４本）の呼び込み配管
８が水平状に架け渡されている。
【００１９】
　この呼び込み配管８の基端部９は、縦状第一本管４の側壁に開口するように取り付けら
れており、一方、呼び込み配管８の先端部１０は縦状第二本管７の内部まで延設されてお
り、この先端部１０付近は縦状第二本管７と並行となるように上方に曲折されている。さ
らにその先端部１０は、ノズル体に形成されている。
【００２０】
　前記縦状第二本管７の下端は開口となるように形成され、縦状第二本管７の上方先方は
温水貯湯槽３の上部付近で水平状に曲折されて水平延長管１１に形成されている。
　水平延長管１１の中間付近には第一スパイラルドラム１２が取り付けられている。
　第一スパイラルドラム１２は、円筒状ドラム内で温水が螺旋を描くように通過できる流
路が形成されたもので、直線距離では短い距離であっても、温水の流路を比較的長く確保
できるという構造的特徴があるものである。
【００２１】
　前記水平延長管１１の先方を温水貯湯槽３の下方に向かうよう垂直状に曲折して垂直延
長管１３を形成し、この垂直延長管１３の中間付近に第二スパイラルドラム１４が取り付
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けられている。第二スパイラルドラム１４の構造は、上記した第一スパイラルドラム１２
と同じである。
【００２２】
　この垂直延長管１３の最終開口端１５は、温水貯湯槽３の垂直方向における中央付近に
位置している。
　ついで前記温水貯湯槽３の縦方向の中心線位置には、温水吸い上げ管１６が立設されて
おり、この温水吸い上げ管１６の下端部開口１７は温水貯湯槽３の下部付近に位置してお
り、一方、温水吸い上げ管１６の上端部は前記水平延長管１１の中まで延設されており、
温水吸い上げ管１６の上端部開口１８は水平延長管１１の温水流れ方向に向くように曲折
して配設されている。
　なお図中の符号１９は温水貯湯槽の点検用出入り口、２０は温水貯湯槽の安全弁取付口
、２７は温水排出管である。
【００２３】
　上記の構成にかかる本発明は、温水貯湯槽３の中で、温水導入管１から新たに送られて
くる温水と、温水貯湯槽内に滞留している温水とが効率的に撹拌混合され、比較的高温の
新規導入温水中の蒸気が、比較的低温の温水貯留槽３内の滞留温水と混ざり合い、その混
合状態も長い距離をかけて行われるため、温水の温度の均一化が行われて、気泡の消滅す
る温度に混ざり合い、気泡は温水中で吸収されるように自然消滅することが実験の結果確
認された。
【００２４】
　また吐出圧調整装置１は、メイン温水回路２１とバイパス温水回路２２で構成し、この
メイン温水回路２１に温水の吐出圧を調整できる圧力スイッチ２３とラインポンプ２４を
設けることで、新規導入される温水の吐出圧を適切にコントロールすることが可能となる
。
【００２５】
　さらに、温水貯湯槽３の側壁に、適宜の個数の温度センサー２５、監視口２６を設ける
ことで、温水貯湯槽内の温水の温度コントロールをきめ細かく行うことが可能となり、監
視口２６にて温水貯湯槽３内を監視することで、異常事態の発生などに対処できるという
特徴もある。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明によれば、温水を多量に使用するホテル、病院、工場、温浴施設、老人介護施設
などの各所に設置される温水貯湯槽を取り扱う分野で利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明で使用する気泡消滅機の平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【符号の説明】
【００２８】
１　吐出圧調整装置
２　温水導入管
３　温水貯湯槽
４　縦状第一本管
５　縦状第一本管の先端
６　バルブ
７　縦状第二本管
８　呼び込み配管
９　呼び込み配管の基端部
１０　呼び込み配管の先端部
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１１　水平延長管
１２　第一スパイラルドラム
１３　垂直延長管
１４　第二スパイラルドラム
１５　垂直延長管の最終開口端
１６　温水吸い上げ管
１７　温水吸い上げ管の下端部開口
１８　温水吸い上げ管の上端部開口
１９　温水貯湯槽の点検用出入口
２０　温水貯湯槽の安全弁取付口
２１　メイン温水回路
２２　バイパス温水回路
２３　圧力スイッチ
２４　ラインポンプ
２５　温度センサー
２６　監視口
２７　温水排出管
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